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シー グモ ン ドの 自殺 につ いて ※
山 田 晶 子
序
1912年5月23日に出版 されたロ レンス(D.H.Lawrence)の第二作 目の
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長編小説 で ある 『罪人』(TheTrespasser)は,彼が クロイ ドンの小 学校
に赴任 した時 に知 り合 ったヘ レン ・コー ク(HelenCorke)と彼女 の恋人
で あ る ハ ーバ ー ト・ボ ー ル ドウ ィ ン ・マ カー トニ イ(HerbertBaldwin
Macartney)の実 際 上 の 恋 愛悲劇 を,ロ レンスが コー クの承認 を得 て,
彼女 の手記 を基 に し,フ ィクシ ョンとして書 き上げた ものである。 『罪人』
は,二 人 の恋の成 り行 きを忠実 に辿 ってはいるものの,そ の恋 についての
ロレンス的解釈が行 なわれて いる小説であ り,主 人公 ヘ レン ・ヴァーデ ン
(HelenVerden)とバ ー トラム ・シー グモ ン ド・マ ク ネア ー(Bertram
SiegmundMacNair)の人物像,及 び作品のテーマは,前 作 の 『白孔雀』(The
WhitePeacock)や第三作 目の 町息子 と恋 人』(SonsandLovers)以後 の彼
の小説の登場 人物 やテーマを考察す る上で重要 であ り,ま たその逆の こと ≡
西が言 える。














『罪 人」 出版 直後 の評判 は,そ の作品 が病的 であ りimmora1である と
してロ レンスの作 家 と しての才能 を疑問視す るものばか りであったが,そ
の文体 に関 しては彼の独創性 を賞讃す るものが多 かった。
時 が移 って リー ヴ ィス(F.R.Leavis)以後 の 『罪人Jの 評価 を読 んで





において引 き継 がれている。主 人公 のシーグモ ン ド,ヘ レナ及 びビー ア ト
リス等 の人物 像が不完全で操 り人形 のよ うであ り,シ ーグモ ン ドの 自殺の
必然性 に欠け る とい う意見や,ワ イ ト島 とロ ン ドンとい う二つ の舞台背景
の描写 が構 成上不調和である等 の欠点 が指摘 されている。
しか し一方で,ワ ーグナー(RichardWagner)のオペ ラがsystematical-
lyに小説 中 に取 り入 れ られて いる とい う意 見 や,オ ー ルデ ィ ング トン
(RichardAldington)の「ヘ レナはロ レンスの全 ての女性像の うちで ほと
ん ど最 も面 白い」 とい う意見のほか,従 来認 め られて きたよ りず っと面 白
い小説 であ る。強力 な小説である として多 くのページを割 いて まともに論
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じた研 究者 も少 なからずいる。
この小説 のテーマである不倫の恋 は,ロ レンスの他の小説,『アー ロ ン
の杖』(Aaron'3Rod),「チ ャタ レイ夫 人の恋人』(加のC肱 漉κの、L伽 γ),
「ミス ター ・ヌー ン』(Mr.11)等 に も表 われ てお り,家 庭 の不和 そ し
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て その結果 と しての 不 倫 の 恋 とい うテーマその ものが非常 に ロレンス的
なのである。
『罪 人』で はシー グモ ン ドは自殺 をす るが,そ の他 の小説 中の メラーズ
や アー ロンは 自殺 をしてい ない。 メラーズ とコニーは不倫 の恋 を謳歌 して
いる と言 ってよい。 シーグモ ン ドと彼 らの違 いは どこにあ るの だろ うか。
シー グモ ン ドの 自殺 の原 因につ いて は,彼 とヘ レナ との合体 の失敗,そ
の結果 としての彼 と自然 との合体 の失敗 とい うことが多 くの研究者 の考 え
で あるが,彼 の 自殺 の原因は,精 神的で支配する女性 であるヘ レナの側 に
あるばか りで はな く,シ ー グモ ン ド自身の人間 と しての弱 さに もある と思
われる。本論 においては この二つの観点 からシー グモ ン ドの 自殺 について
考 察 してみたい。
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『罪 人』 の素 晴 ら しさの一つ は,憶 子 と恋人』 以後 に確立 される 自然
物 のシ ンボ リズムがか な り見事 に表現 されていて,彼 の文体の特徴 が表 わ
れている ことで ある。溢 れるばか りの ワイ ト島の 自然 が織 り成す シンボ リ
ズ ム,ワ ーグナーの オペ ラへ の言及,聖 書や ギリシア神話へ の言 及が,『罪
人』 に深み を与 えている。 この小説 の世界 は明 と暗,昼 と夜,大 と小,広
さと狭 さ,温 か さと冷た さ,黒 と白,生 と死,自 然 と都会 が対比 され混 り
合い交響 曲の ようである。
まず シーグモ ン ドとヘ レナの関係 を考察 してみ よう。 バー トラム ・シー
グモ ン ド・マクネアー は38才で美貌の音楽家で あ り,27,8才のヘ レナは彼
のヴ ァイオ リンの弟子で ある。 シー グモ ン ドはロ ン ドンでの家庭 生活 に疲
れ切 ってお り,そ の行動 は機械的 になって しまっている。今 こそワイ ト島
⑥
の自然 の中へ 出かけて有機的 な生 を復活 させ る必要が ある。 ワイ ト島へ 出





た自分 の姿 を見てそれが幽霊のよ うである と思 う。近づいてよ く見れば,
若 々 しくてハ ンサ ムな自分が認め られる。 しか し彼 は実体 と外観が分離 し
かけているのであ り,実 体が 「幽霊 のよ う」 なのである。その ことは彼が
"empty"であ る と表現 され てい る こ とか らわ か る。 彼 は38才なの に
"disconsolateasachild"である。 ワイ ト島で はた して彼 は成熟 した男性
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を回復 で きるであ ろ うか。
ワイ ト島へ向 う彼 は,ヘ レナの ことを思 うと心が はずみ,列 車の中,船
の中で幸福 であ る。 ところが島へ着いた とたん にそれ まで太陽が輝 いてい
た空 は雲 におお われ,日 曜 日のせいか島は誰 もい な くて もの寂 しく雨が降
り始 める。 この よ うに して シー グモ ン ドの不 吉 な運命が 自然描 写によ り暗
示 されている。
島で彼 を待 っていたヘ レナは白一色 で登場 する。小説全体 を通 して彼女
は 「白い腕 」,「白い肩」,「白い喉」 を持 ち白い服 を着てお り 「白色 」が強
調 されているが,こ の白色が彼女の性格 の危険性 を暗示 している。なぜ な
ら白色 は ロレ ンスの作品で は危険な負 の世界 を意味する ことが多いか らで
⑧あ
る。彼女 と彼 は ワイ ト島で一時的に幸福 な時 を味わ うことがで きる。 こ




















しか しシー グモ ン ドとヘ レナの くい違 いは,霧 笛 の音階についての意見
の違い とか,ヘ レナが ノー カラーで食卓 に着 くシー グモ ンドに不快 になる
とか の,さ さいなこ との繰 り返 しによ り,だ んだん程度が大 きくな り,お
互 いにaloneである と感 じる ようになる。そ してヘ レナの危険性 は,彼 女
⑮
が"adreamingwoman"である とい う特 質に潜 む。
⑯
Withher,thedreamwasalwaysmorethantheactuality.
彼女 は男性 の動物性 を嫌い,男 性 との接吻 だけで満 足 し性交 においては
自分 を犠牲 として差 し出す精神 的な女性 である。彼女 はたびたび シーグモ
ン ドに対 して子供 を扱 う母 親の よ うであ り,『恋す る女 たち』(Womenin
Love)のバ ーキ ン(Birkin)が嫌悪 するMagnaMaterの性質 を持 っている。
シー グモ ン ドはワイ ト島へ着 いてか らもロン ドンにい た時 と同様 に 「子供




























シーグモ ン ドは彼女 のMagnaMater的な性 質 に気づ いた時,全 身 に内


















ヘ レナ は,ハ ンプソンが シー グモ ン ドに忠告 しているよ うに,男 の 「精
神 の華」 を集め,男 を破壊 する タイプの女 なのである。




月は,ギ リシア ・ローマ神話中の アルテ ミス(ダ イアナ)で あり,ブ リ
ギ ィアの豊壌 の女神 キ ュベ レーで もある。 アルテ ミスは男 に残酷であ り,
一方キ ュベ レーは 『恋する女 たち』 においてバー キ ンが池 に映 った月に石
を投 げつ けてそ れ を呪 う場面 を思 い出 させ,MagnaMaterの危険性 を連
想 させ る。 シー グモ ン ドは,ヘ レナをvirginbayと言 った り,表 面 は温
かいが内部 は冷たい浜辺の白い砂 のようだと思 う。 このよ うにヘ レナの本
質 は冷 た く,ロ ン ドンで何 年 も凍 りつ いてい た種子の よ うだか ら,ワ イ ト
島の太陽 に噛 まれ たい と切望 するシーグモ ン ドとは くい違 ってい く運命で
ある。彼女 はいつ も手 が冷 たい とセ シル(Cecil)に言 っているが,こ の
ことも彼女 の本質が冷 たい とい うこ とを表 わ している。
引 用⑰ に見 られ る 「哀れ な男性 の魂」 を吸 う彼 女 はvampireのよ うで
あるが,彼 女 は,夕 暮 にこうもりが飛ぶの を見 た時,そ の こうもりが ある







とヘ レナの結合 が表 われて いる。 また一 方で彼女 は"awhitebird"とも
書 かれ,『白孔雀 』 において,レ テ ィ(Lettie)の本 質が表面 は美 しいが羽
根 の裏 は汚れて いる白孔雀 に象徴 されているよ うに,ヘ レナ も白 と黒 を合
わせ持 っている。 その白 と黒 は どちらも負 の性 質 を持 っている点 が この小
⑳説
の悲劇性 なの である。
ここで シー グモ ン ドの妻 ビー ア トリス とヘ レナを比較 してみよ う。 ヘ レ
ナが 「白い蝶」,「白い パ ンジー」にた とえられ,「白色」 を強調 され てい
る一方 で,夫 に威 丈高 な妻 ビー ア トリスは,「黒 い髪」,「黒い瞳」 を持 っ
ていて 「黒色」 が強調 されている。彼女 の住 む家 も暗 くて,ワ イ ト島の白
さと対照的で ある。 しか しシー グモ ン ドがヘ レナ との恋 の失敗 に気づ いた
時,「 自分 は独 身で あ って もヘ レナ との恋 は成功 しなか ったであ ろ う」 と
思 うように,ヘ レナの本質 はビー ア トリス と同様,男 を苦 しめる ものなの
である。 ビー ア トリスもシー グモ ン ドの恋 人であ った時 は,美 しく教養 が
あ り家柄 もよ くて男性 の憧れの的であ った。 しか し長年 の結婚生活 の後,
昔 の彼女 は死 んで しまったのである。黒色 と白色 は表裏一体 であ り,そ れ
がヘ レナと ビーア トリスによ り描かれている。二 人は互 いの分 身である と
言 って よいだろ う。
ヘ レナのMagnaMater的要素 に無意 識に気づ いた時,シ ー グモ ン ドは
自己の分裂 に気づい たが,四 日目に今度はヘ レナがシー グモ ン ドに幻滅す
る。 自分の結 婚生活の失敗 をヘ レナに告白 し自信 を喪 失 した彼 を見 た時,
彼女 は幻想 の シー グモ ン ド像 を破 られて,彼 の実体 を知 るのである。 その

















こ うして二人 は互い に幻 滅 し,特 にシー グモ ン ドは,ヘ レナが彼 を拒絶
したこ とによ り男の誇 りを傷つ けられて,い っそ う死へ駆 り立て られるの
である。
皿
ここで シー グモ ン ドの自殺 の第二番 目の原因 につ いて考 えてみよ う。第
二番 目の原因は第一番 目の原因 と密接 に関 わってい る。
シー グモ ン ドは ビーア トリス との結婚生活 において常 に逃 げていた。
⑳
Hecouldnevertakepartinthegreataction.Itwasbeyondhim.
彼 は自分 で もその ことに気 づいてお り,"rmamoralcoward"と思 って 五
六いる
。彼 は大音楽家で もなけれ ばバ イオ リンのソ リス トで もな く,仕 事 に






シー グモ ン ドとヘ レナは ワイ ト島へ逃避 しているのであ り,そ の姿勢 は
⑳
二 人がmistを好 む とい う点 に表わ れている。 シー グモ ン ドが島へ着 いた
最初 の 日,二 人は散歩 中に霧 に包 まれる。白一色 の世界 の中で周囲 の現実
は消 え,霧 は レーテの ものになる。 ヘ レナは,全 てを忘 れ させ て くれる霧
が好 きだ と言い,シ ー グモ ン ドもまたそ うである。更 に彼 は自分 のコー ト
の中に彼女 を包み込み,二 人は内へ 内へ と狭 く閉 じこ もる。二 人は自閉的
なのであ り,こ の ような逃避 か らは人生 問題 の解 決の道 は生 まれない。
この よ うに闘争力の欠如 している シー グモ ン ドは,メ ラーズよ りも劣 っ
た男性 像である。二人の年齢は同 じ位 であるが。 メラーズはコニー と結 ば
れた後,再 び人生 を始 めるために世間 と戦 う決意 をす る。彼 はactする。
森 の中の孤独 な生活 は,心 地良 くて も真 の生活ではなかったのである。一
方,ア ー ロンは自己 を確立するために放 浪 を続 けている。






しか し自然 はだんだんシー グモ ン ドとヘ レナに悪意 を示 すよ うになる。
まず二 日目に海 中で一人遊 んでいた シー グモ ン ドは,太 股 を岩 角によ っ
て傷つ け られ,海 の残酷 さに気がつ く。彼 は流れる血 と他 の美 しい肉体 の
部分 を比べ て,自 分 の本質 はどちらなのか と思 う。
同 じ日,散 歩 をしていたシー グモ ン ドとヘ レナは海 と岩壁 の間の細 い砂
地 に閉 じ込 め られ,海 に撲 われるので はないか とい う危険に晒 される。
三 日 目の夜,二 人は道 に迷 い,シ ー グモ ン ドはヘ レナのMagnaMater
的特 質に気づ き,な ぜ生 じるのかわか らない激 しい内面の震 えによ り足場
を失 いそ うな死の恐怖 を味 わ う。 この ことは彼の 自己分裂 を意味 している
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四 日目には,太 陽の悪意 のある熱 に焼 かれて眠 るシーグモ ン ドを見て,
ヘ レナはエデ ンの園 を追われたア ダム を思 い悲 しみがこみ上げる。
五 日目には,シ ー グモ ン ドは海 中でひ じを傷つ け られ,自 然か ら投 げ出















シー グモ ン ドとヘ レナは二人 とも 「子供 っぽ さ」が 強調 され,シ ー グモ
ー11一
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ン ドがIdentityを喪失 している状 態が明瞭 になる。彼 は不倫 の恋 のために
世間 を恐れる気持 をヘ レナにも らし,"Whatismyself?"と彼 に尋 ねる と,
彼 女 は"Nothingverydefinite"と痛 々 しく答 える。 また帰 りの列車 の中
で は"Besides,lhaveburnedbright;lhavelaidupafinecellofhoney
⑳




allhislife."と言 うよ うに,ワ イ ト島 は彼 を再生 させる どころか,彼 を決
定的 に打 ち砕 くこ とになって しまう。ヘ レナはemptymoonであ り,ワ イ
ト島の海 もemptyであ ったので ある。 その ため ワイ ト島 は,白 い足跡,
白い湾,白 い洞穴,白 い石灰岩 の道,白 い岩,白 い砂,白 い花,白 い丸石
等,白 の世界 と して表現 されている。 この白 さはロ ン ドンの シー グモ ン ド
の家庭の暗 さと表裏一体である。 ワイ ト島は二 人に とっては楽園 にな り得
ず,蛇 が潜 む島 なのである。 「ヘ レナの足 に絡 まる蛇 のよ うな海草」,「二
人 を眺 める蛇の よ うな波」,「焼 かれて竜のよ うにのた うちまわる海」 とい
う表現 に見 られ るよ うに。
世 間の目を気 にす るシー グモ ンドは,そ の結果 としてヘ レナにも罪 を意
識 させ苦 しめ る。帰 りの汽車の 中の二 人は,「犯罪人 のよ うに引 きず られ
て行 くかのよ うに」感 じる。
ワイ ト島での三 日目の夜,二 人が味わ った神 の国 を体験 したか のよ うな
"supernatura且whitenight"はほんの一瞬 の ものであ った。
このよ うに,丁 肋Trespasserとい う題名 は,(1)「不倫 の恋 を したゆえの
社 会道徳 的な罪人」,(2)「原罪 を持つ もの としての人 間」とい う意味 の他 に,
(3)「自分 に確信 が もてないための罪人」とい う意味がある。第(3)の点 におい
て シー グモ ン ドはメラーズ と決定的 に異 っている。ロ レンスは『ミス ター ・
ヌー ン』 にお いて も,激 しい苦痛 を伴 うけれ ども,官 能的な魂 を得 るため
には,人 は古 い日常性 と戦 わねば らない。逃避か らは何 も生 まれない と述
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べ て い る 。
皿
以上述べて きたよ うに,シ ー グモ ン ドは一つ には自然=ヘ レナ との結合
に破 れた ことによ り,ま た一 つ には 自己のIdentityを確立 で きず,そ の
ため家庭 を捨 て切 って新 しい生 活 を始 めるだけの勇気 がなかったために自
殺 をしたのである。
しか し第二番 目の原因 について は,ロ レンスは十分 に書 ききる ことがで
きなか ったため に,『罪人』 とい う作 品は構 成上,そ して思想上未熟 な も
の になっていて,彼 の他の小説 と合わせ読 む時 にのみ,そ のテーマが はっ
きりす る と言 えよ う。 だがヘ レナ とい う女性像 の描 き方や,シ ー グモ ン ド
と彼女の関わ り方,自 然描写 とテーマの関わ り方 は,明 らか にロ レンス的
ス タイルを持 って書 かれていて,こ の彼の才能の芽 生 えは,彼 が フ リー ダ
と駆 け落 ち結婚 を した ことによ り大 きく開花 してい ったの である。 ロ レン
スは シー グモ ン ドを超 えて生 きたのである。
注
※ 本 稿 は,1986年10月4日 に 開 催 さ れ た 日 本 英 文 学 会 中 部 地 方 支 部 第39回 大 会
に お い て 口 頭 発 表 し た も の に 加 筆 補 足 し た も の で あ る 。
①TheTrespasserは 『侵 入 者 』 と 訳 さ れ て い る こ と が 多 い が,そ の テ ー マ に ふ
さ わ し く 訳 せ ば 『罪 人 』 と す る の が 正 し い と 思 わ れ る 。 ロ レ ン ス は 丁勉Tres-
passerを執 筆 中 の 頃AdamCastForthを 読 ん で 深 い 感 銘 を 受 け た が,そ の 中 で









⑥ 人 間 生 活 の 機 械 性 と有 機 性 の 対 立 の テ ー マ はWomeninLoveに お い て 現 代 文
明 の 危 機 的 状 況 と し て 描 か れ て い る 。
⑦ 子 供 と 大 人 の 対 比 もWomeninLoveに お け る 重 要 な テ ー マ で あ る 。
⑧ 拙 論 『丁加WhitePeacock論一 主 人 不 在 の 森 一 」(愛 知 大 学 文 学 会 「文 学 論 叢 」
















⑳'Mist'に は,「 人 間 の 真 実 の 姿 を 見 え な く す る も の 」(0.ED.)と い う 意 味 が
あ る 。
⑳//.,P.90.
●16id.,p.104.
Olbid.,p.137.
●lbid.,p.146.
●lbid.,p.166.
QOIbid.,p.179.
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